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平成２８年３月期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年 3 月期（平成 27 年 4 月１日～平成 28 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記のとお

り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
平成２８年３月期 連結業績予想の修正 

（１）第２四半期連結累計期間（平成 27 年 4 月１日～平成 27 年 9 月 30 日） 

平成 28 年 3 月期第 2 四半期連結業績予想を以下のとおり修正することといたしました。 

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

127,000 

百万円

5,000

百万円

5,200

百万円 

2,700 

円 銭

51.59

今回修正予想（Ｂ） 124,546 8,101 8,765 5,417 103.50

増減額  （Ｂ－Ａ） ▲2,454 3,101 3,565 2,717 －

増減率  （％） ▲1.9 62.0 68.6 100.6 －

(ご参考) 

前期第 2四半期実績 
124,932 2,542 2,769 2,883 53.46

 
修正の理由 

当第２四半期連結累計期間におきまして、売上高につきましては、リユース系が堅調に推移したものの、メ

ディア系各商材の軟調を補えず未達となりました。しかしながら、多くの商材において粗利率の改善がみら

れたことに加え、①出店と店舗照明の LED 化工事の進捗が遅れ気味であったこと、②タイトル不足に応じた

プロモーションの抑制、等により人件費や備品消耗品費・広告宣伝費をはじめとする販売管理費が想定を下

回ったことにより、営業利益は前回業績予想を上回る見込みとなります。また、経常利益については、各種

引当金等の戻入等の発生により、親会社株主に帰属する四半期純利益については、減損損失が想定を下

回ったことにより、それぞれ前回業績予想を上回る見込みであります。 

 

 

 

 

 



（２）通期（平成 27 年 4 月１日～平成 28 年 3 月 31 日） 

平成 28 年 3 月期通期連結業績予想を以下のとおり修正することといたしました。 

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

275,000 

百万円

8,500

百万円

9,000

百万円 

4,500 

円 銭

84.64

今回修正予想（Ｂ） 272,000 13,600 14,600 8,600 164.30

増減額  （Ｂ－Ａ） ▲3,000 5,100 5,600 4,100 －

増減率  （％） ▲1.1 60.0 62.2 91.1 －

(ご参考) 

前期通期実績 
270,308 9,558 10,030 7,337 137.99

 
修正の理由 

当第２四半期連結累計期間におきまして、(1)記載の見通しとなりましたことから、通期業績予想について

も修正することといたしました。下期については、（1）①記載の期ずれ要素を織り込んだ上で平成 27 年５月８

日発表の業績予想から大きく乖離することなく推移することを想定しており、当第２四半期連結累計期間に

おける推移を反映させた結果、売上高におきましては若干下回る見込みとなりますが、営業利益、経常利益、

及び親会社株主に帰属する四半期純利益が前回業績予想を上回る見込みであります。 

 

以上 

 


